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が
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九
月
一
日
～
の
課
題
に
つ
い
て
（
『
古
典
Ｂ
』
２
帯
（
ア
・
イ
）
３
帯
の
生
徒
へ

①

夏
休
み
前
に
学
習
し
て
い
た
『
源
氏
物
語
』
は
引
き
続
き
学
校
が
再
開
し
次
第
、
継
続

し
て
学
習
し
ま
す
。

②

九
月
十
二
日
（
日
）
ま
で
の
課
題
と
し
て
、
教
科
書
ｐ
２
４
４
～
ｐ
２
４
５
「
先
従
隗

始
」
の
範
囲
を
設
定
し
ま
し
た
。
授
業
で
行
っ
て
い
る
通
り
に
、
ま
ず
上
段
に
送
り
仮
名

と
返
り
点
を
入
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
脚
注
の
語
句
を
教
科
書
通
り
に
記
入
す
る
こ
と
。

最
後
に
、
書
き
下
し
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
。

③

こ
こ
ま
で
の
課
題
を
授
業
再
開
の
初
日
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
リ
ン
ト
は
各
自
印

刷
し
て
、
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
。
も
し
、
プ
リ
ン
ト
で
き
な
い
場
合
は
、
担
当
教
員
ま

で
電
話
を
し
て
、
約
束
を
し
た
上
で
取
り
に
来
る
こ
と
。
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